
　中枢神経系の障害が生じた場合，特に脳卒中患者に
対する理学療法学として，近年の神経科学を基礎とし
た臨床推論（クリニカルリーズニング）を展開しながら
理学療法を提供することが必須である．このような知
識と技術を身につけた理学療法士による理学療法が行
われなければ，患者にとってそれは最大の効果が期待
できるものにはならない．ここに刊行された『神経理
学療法学』は，卒前教育・学習のための知識を整理す
るための構成になっており，またその知識の裏付けと
なる神経科学における近年の知見を織り交ぜて記述し
てあるため，中枢神経系の障害とその回復とを理解す
る上で，大変有益な内容になっている．また，卒後の
理学療法士にとっても，近年の神経科学の重要な知見
を再確認することが容易であり，知っておくべき詳細
な知識に関しても「コラム」として適切にまとめられ
ているため，臨床現場でもすぐに役立つ内容として整
理されている．
　脳卒中の障害に関する総論では，中枢神経系の構造
と機能をはじめとして，脳卒中の発症および回復メカ
ニズム，脳画像と臨床症状，脳卒中理学療法の評価と
アプローチについて明快に書かれている．「脳卒中の障
害と理学療法」の章では，意識障害，運動麻痺，感覚
障害，異常筋緊張，運動失調，身体失認・病態失認，
半側空間無視，失行，注意・遂行機能障害，精神・知
能障害，痛み，二次的機能障害（関節可動域制限，筋
力低下，体力低下），姿勢定位障害，姿勢バランス障
害，起居動作障害，歩行障害，上肢機能障害と，さま
ざまな症状と具体的なアプローチ方法が詳細に記述さ

れている．次の「脳卒中に対するクリニカルリーズニ
ング」の章では，各皮質機能とおのおのの連絡経路か
ら理解・考慮すべき症状とその解決策の考え方が，具
体的なリーズニングとして基本から臨床場面での例を
挙げて書かれている．さらに，上記を解説・説明する
図表や写真が多用されているが，これらが大変わかり
やすいということも，本書の優れている点の一つであ
る．多色刷りであり，とても見やすく，されど詳細な
部分まで精緻に掲載されており，図表を見るだけでも
楽しく接することができる本だと言える．
　さらに，本書の後半部分には神経筋疾患の理学療法
として，理学療法士が多く接するいわゆる神経難病疾
患として，パーキンソン病，脊髄小脳変性症，筋萎縮
性側索硬化症，多発性硬化症，ギランバレー症候群に
関する理学療法をわかりやすくまとめ掲載している．
　中枢神経疾患を理解し，その理学療法学の知識を整
理し，具体的な臨床推論の下に展開すべき理学療法に
ついて，この 1 冊でおおよその事項が網羅されている
という，優れたものになっている．理学療法学教育に
おける教科書の 1 冊として，また臨床現場での身近な
ところに置いておき，確認しながらより良い理学療法
を提供するためにも，本書を推薦するものである．長
い付き合いのできる 1 冊と言える．
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